
大学院設置基準第１６条について 
 

（業績一覧表の項目２及び３の関連資料） 
 

 

第六章 課程の修了要件等 

 

(修士課程の修了要件) 

 

第十六条 修士課程の修了の要件は、大学院に二年（二年以外の標準修業年限を定める研究科、専

攻又は学生の履修上の区分にあつては、当該標準修業年限）以上在学し、三十単位以上を修得

し、かつ、必要な研究指導を受けた上、当該修士課程の目的に応じ、当該大学院の行う修士論文

又は特定の課題についての研究の成果の審査及び試験に合格することとする。ただし、在学期間

に関しては、優れた業績を上げた者については、大学院に一年以上在学すれば足りるものとす

る。 

 

 (博士課程の前期の課程の取扱い) 

 

第十六条の二 第四条第四項の規定により修士課程として取り扱うものとする博士課程の前期の課

程の修了の要件は、当該博士課程の目的を達成するために必要と認められる場合には、前条第一項

に規定する大学院の行う修士論文又は特定の課題についての研究の成果の審査及び試験に合格す

ることに代えて、大学院が行う次に掲げる試験及び審査に合格することとすることができる。 

 

一 専攻分野に関する高度の専門的知識及び能力並びに当該専攻分野に関連する分野の基礎的素

養であつて当該前期の課程において修得し、又は涵養すべきものについての試験 

 

二 博士論文に係る研究を主体的に遂行するために必要な能力であつて当該前期の課程において

修得すべきものについての審査 

https://www.yamagata-u.ac.jp/jp/download_file/view/13770/

